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In this study, we developed subject teacher training course for developing the 
competencies required of teachers in order to nurture the academic abilities and 
competencies of students at school. We set up opportunities for the students to 
engage in collaborative learning tasks beyond their majors, in addition to examining 
the academic abilities and competencies required in the subjects. Through the 
activities, the students were exposed to a variety of opinions and reexamined their 
own view of academic abilities and competencies from various perspectives. On the 
other hand, how to follow up with students’ diverse interests and how to set up 
common tasks and activities in class could be improved. 
 






























































































































Ⅰ 共通授業Ⅰ（4 コマ） 
1. ガイダンスと自己紹介  
2. 資質・能力と学力についての討議  
3. 学力と評価の理論についての討議 
4. 諸外国の教育目標についての討議 
Ⅱ 各グループにおける授業（7 コマ） 
5. 各教科から学力・コンピテンシーに迫る 


























表 2 共通授業Ⅰで用いた資料 
資料 A：松下佳代(2020)「資質・能力と学力」
木村元・汐見稔幸編著『アクティベート教育

















































資料 C では，21 世紀の教育目標について，各
国における主要なコンピテンシー，世界の各機関


















































表 3 言語教育グループの授業構成 
Ⅰ 枠組みの設定 
Ⅱ 学習指導要領等の基礎的枠組みの調査 
 1) 小学校 国語  2) 中学校 国語 
 3) 高 校 国語  4) 小学校 英語 
 5) 高 校 英語  6) 中 国 語文 
Ⅲ 各自の選択した資料の検討 
 1) 西郷竹彦における認識論 
 2) 無着成恭による生活綴り方 
 3) 国際バカロレアにおける言語 A 
 4) 国際バカロレアにおける言語 B 
 5) 新共通テスト 
 6) 中国・大学入学試験 語文 








































































































































































































































図 2 検討結果 事例②：要素整理の軸 
 
４．本実践の成果と課題 
本授業を通して，コンピテンシー基盤の教育が
受講生にどのように受容されたのか，また受講生
の学力・コンピテンシーに関わる考えの変容につ
いて，総括課題のレポート記述をもとに検討する。 
言語教育グループにおいて，コンピテンシーを
基盤とした教育への対応に肯定的な受講生は，例
えば以下のように述べていた。 
教員も学校全体で児童・生徒に必要な力は何
かを議論し，児童・生徒にその力を保障するた
めに教科の枠を超えて協働する必要があると
考えられる。 
 一方，コンピテンシーに否定的な受講生は，次
のように述べる。 
無着の生活綴方実践という戦後教育学の遺
産に照らせば，生活の問いと向き合いつつ，そ
の認識を高め，社会の問いと向き合いながら生
きていくことは，学校教育の目的として今後も
有効なのではないかという仮説が提起される。 
 また，言語教育における文学教育に固有の見
方・考え方を重視し，コンピテンシーといった考
え方に対抗する能力を見出そうとするものとして，
次のようなものが見られた。 
文学の特質をある種の「虚構性」，転じて文
学を取り巻く読み手や書き手の心情や情緒に
訴えかけてくるような語りの様相や，必ずしも
明快な論理や語彙選択，レトリックが用いられ
ない，ある意味で明快な「論理」を脱構築する
ような語りの特性に見るとするのならば，これ
もまた IB の試験に見られた「鑑賞」の論理と
してその価値を見出す事ができるのではない
だろうか。 
このように，受講生には，コンピテンシーに関
して，受け入れ適応する立場，過去の教育遺産の
中にすでに存在したものとして新たな必要性を否
定する立場，対抗する立場という様々な立場がみ
られた。それぞれの立場のダイナミックな関係性
の中で，コンピテンシーという概念が受容され，
集団の中で再構築が行われたと言えるだろう。 
理数教育グループの受講生では，例えば次のよ
うな内容の記述が見られた。教科の授業で探究的
な学習活動を取り入れることにより，コンピテン
シーを育成できる可能性があり，教科以外の学校
全体の中で行われる活動によってもコンピテンシ
ーを養える可能性がある。新しい学習指導要領に
は，学習の基盤となる資質・能力の一つとして問
題発見・解決能力が挙げられているが，教科にお
ける問題解決と比較すると，はやり教科には教科
独自の力が必要である。一方で，汎用的な問題解
決力の獲得には，長期的な視点が求められ，各教
科や教科外での一つ一つの学びを結び付けていく
ことが必要である。学校教育を通して児童・生徒
に保障すべき内実を不易と流行の観点から整理し
たが，時代に応じた流行の部分も必要とされる一
方で，教育の文脈における不易のものとして人格
形成の視点は欠くことが出来ない。 
このように，受講生にとって本授業は，教科の
教育から視野を拡げ，学校全体における教育に対
する視点と往還しながら，学校教育で保障するべ
き学力やコンピテンシーについて思考を深めると
ともに，学校教育の本質とは何かを改めて問い直
す機会となった様子が窺える。 
人間生活教育グループでは，学力・コンピテン
シー論に係るグローバルな研究や国内の先進的な
学校の取り組みを知り，追究することによって，
学習指導要領をはじめとする日本の教育課程の在
り方や教育現場の実態を要点を明確にして批判的
に捉えることができるようになっていた。専門教
科や研究対象が異なる受講生が，時間的空間的に
制限のある環境の中で，共通テーマについて議論
し，差異を客観的に捉えて各自の学びにつないで
いくことには難しさを感じた。しかしながら，受
講生自身の学力観等の概念崩しや協働的な学びの
効果を実感する機会になったと思われる。 
ところで，変化の激しい社会を生き抜いていけ
る人材を育成していくために教員に求められる資
質能力として，情報を適切に収集・選択・活用す
る力，知識を有機的に結び付け構造化する力，学
校作りのチームの一員として組織的・協働的に諸
課題の解決のために取り組む力，学校を取り巻く
新たな教育課題に対応できる力量などが挙げられ
る（中央教育審議会，2015：9-10）。受講生の学
教師教育における教科連携の試み
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習活動の成果および総括課題のレポート記述を踏
まえると，本授業では，専攻を越えて学生が共に
活動を行う共通授業と教科等を基盤とした学習を
行うグループにおける授業とを往還しながら，学
校教育における学力・コンピテンシーの具体を検
討する課題に協働的に取り組む中で，これからの
教員に求められる資質能力の一端を育成できたも
のと考えられる。 
本授業の実践上の課題としては，多様な背景を
もつ学生の多様な関心事への対応を考慮しつつ，
本授業の意図を効果的に共有し，成果を上げるた
めに必要となる情報を精選していくことや，学習
の組織づくりを工夫することが求められる。本授
業では，「児童・生徒に保障すべき学力・コンピテ
ンシー」の要素を抽出し，分析・整理する活動を
行ったが，これは，学力やコンピテンシーを個人
が所有する文脈独立的な実態として捉えていたと
いえる。一方で，学力やコンピテンシーを，関係
の中で働く，文脈依存的な機能面からとらえるア
プローチもある（遠藤，2010：181-201）。背後に
ある能力観や，学力やコンピテンシーの具体を規
定しているものについての洞察に至る方策につい
ても，改めて検討したい。 
 
５．おわりに 
本研究では，児童・生徒の資質・能力の育成に
向けて教師に求められる資質能力の育成を目指し，
大学院において教科連携による授業に取り組んだ。
受講生自身が専攻する教科等で求められる学力・
コンピテンシーの検討のみならず，専攻を越えて
協働的に活動する学習課題に取り組む機会を設定
した。受講生は活動を通して多様な意見に触れ，
自身の学力やコンピテンシーに対する考え方を多
面的に捉え直す機会となった。一方で，授業の実
施にあたり，多様な興味・関心をもつ受講生のフ
ォローアップの方法や，共通して取り組む課題や
活動の設定などは，改善の余地がある。 
今回の授業では，学校教育で児童・生徒に保障
すべき学力・コンピテンシーの内実の理想につい
て検討したが，子供の実態，教師個々の考え方，
学校環境などによって，どのような学校教育を構
想し実現していくか，その方法は様々に考えられ
る。教員には，時代や社会，環境の変化を的確に
つかみ取り，その時々の状況に応じた適切な学び
を提供していくことが求められているが，児童・
生徒を学びの中心に据え，授業やカリキュラム等
を構想する力については，「学力・コンピテンシー
デザイン発展研究」において育成を図る予定であ
る。本実践の課題なども踏まえながら，授業の開
発及び実践に取り組んでいきたい。 
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